
広報あぐい　２００５年６月１日号

11

本尊 十一面観音菩薩
　５０年に一度開帳される秘仏（前回開
帳は平成１１年）。
　作者、制作年などは不詳。
　普段は本堂正面の厨子の中に安置さ
れている。（厨子の前は御前立ち）
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本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
は
五
十
年
に

一
度
し
か
開
帳
さ
れ
な
い
秘
仏
と
い
う
こ

と
だ
。
平
成
十
一
年
に
開
帳
し
た
際
に
は

「
仏
自
体
は
真
っ
黒
で
し
た
。
目
元
が
厳

し
く
、
目
か
ら
光
線
を
放
っ
て
い
る
よ
う

な
神
秘
的
な
顔
で
し
た
」
と
副
住
職
が
感

想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
次
回
開
帳
の
と
き

に
は
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。（
元
気
な
ら
ば
私

は
八
十
二
歳
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
）

　

観
音
寺
の
境
内
を
出
て
、
七
十
四
段
あ

る
石
段
を
下
り
、
来
た
道
を
通
り
役
場
ま

で
戻
っ
た
。
前
回
に
比
べ
れ
ば
、
体
力
が

つ
い
た
の
か
、
足
の
疲
れ
は
少
な
か
っ
た
。

（
や
は
り
翌
日
筋
肉
痛
）

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
、
あ
ぐ
い
の

あ
ゆ
み
、
広
辞
苑
）

　

町
内
五
つ
の
弘
法
寺
を
春
の
訪
れ
と
と

も
に
、
友
人
二
人
で
歩
い
て
巡
っ
た
ぶ
ら

り
旅
。
ど
の
寺
も
取
材
に
快
く
応
じ
て
く

れ
た
。
貴
重
な
文
化
財
も
た
く
さ
ん
自
分

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
�
あ
ぐ
い
�
も
再
発
見
で
き

た
。

　
「
知
多
四
国
八
十
八
カ
所　

弘
法
参
り
」

の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

回
か
ら
は
「
阿
久
比
ぶ
ら
り
旅　

自
然
を

求
め
て
」
を
連
載
し
ま
す
。

欄
間
彫
刻

　

本
堂
の
欄
間
は
彫
常
作
。

　

大
正
十
三
年
か
ら
三
年
か
け
て
彫
ら

れ
た
作
品
。

　

彫
常
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け

て
、
膨
大
な
量
と
質
の
高
い
彫
刻
を
残

し
て
い
る
。
知
多
地
方
全
域
に
わ
た
り
、

寺
社
や
山
車
に
多
く
の
作
品
を
残
し
、

阿
久
比
町
の
山
車
に
も
彫
常
の
作
品
が

残
る
。

鰐 口
元禄２年（１６８９）の表記あり

�
　

観
音
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
菩
薩
で
、

浄
土
宗
に
属
す
る
。

　

創
建
は
不
詳
で
善
随
大
和
尚
が
開
基
と

さ
れ
る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
観
音
寺
は
樫
木
田
村

に
あ
っ
た
も
の
を
高
岡
村
に
移
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
文
書
『
英

比
谷
虫
供
養
縁
起
記
』
に
、
古
来
念
仏
虫

供
養
講
番
の
二
十
二
カ
村
の
順
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
炊
田
村
が
あ
り
、

樫
木
田
村
を
炊
田
村
と
も
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
代
に
は
観
音
寺
が
創
建
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
鰐
口
（
仏
堂
正

面
の
軒
下
に
つ
る
す
金
属
製
の
音
響
具
）

に
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
高
岡

村
人
か
ら
、
こ
の
鰐
口
が
奉
納
さ
れ
た
と

記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
年
間
に
現

在
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

樫
木
山　

観
音
寺

本堂に手を合わせる子ども

石段最上段から見える田園風景


